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るという iBradfordand Oates の等価性」を実証研究した結果、補助金による地方歳出規模拡大効果の方がより大き



























iBradford and Oates の不等価性仮説」を提唱し、その枠組みの中で地方交付税削減と課税自主権付与とに意味づけ
を行った。また、プライマリーバランスの対 GRP 比を用いることにより、地方交付税交付前後の順位入れ替え効果
を測定し、地域間財政調整機能を検証した。第 4 章では、共和分検定を用いて、構造変化を考慮、した地方自治体の債
務の持続可能性を検証し、すべての地方自治体の債務について持続可能ではないことを示唆するとの有意義な結果を
得ている。本論文は、日本の地方財政制度を踏まえ、新たな概念であるプライマリーバランスを本格的に導入した初
めての精微な実証研究であり、博士(経済学)に十分値するものと判断する。
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